
　この地域連絡会だよりは、
　地域連絡会開催後に発行しています。

□学園西町会
□学園西町都営アパート自治会
□民生委員・主任児童委員
□ボランティアセンター
□地域包括センター基幹型
□地域包括センター地域型
□一丁目福寿会
□二丁目福寿会
□三丁目福寿会
□小平市立第四中学校
□小平市立第四小学校
□小平市立第四小学校PTA会
□小平市立第四小学校青少年対策委員会
□小平市立第十五小学校
□一橋大北通り商店会
□学園南商店会
□国際交流協会
□小平市民活動支援センターあすぴあ
□小平市役所

順不同・敬称略
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第１０回は先進事例の視察報告を行い、 

今後の連携のテーマを探りました。 

第１０回目の様子 

視
察
報
告
で
は
「
居
場
所
」
の
 

 
 
 
 
 
重
要
性
を
再
認
識
 

 
視
察
報
告
で
は
、
視
察
の
参

加
者
か
ら
「
居
場
所
」
や
「
地

域
で
の
人
材
育
成
・
発
掘
」
の

必
要
性
な
ど
を
改
め
て
認
識
し

た
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
 

 
ま
た
、
視
察
に
は
参
加
で
き

な
か
っ
た
方
か
ら
も
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
地

域
で
既
に
取
り
組
ん
で
い
る
活

動
を
活
か
し
て
連
携
を
進
め
る

の
は
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
さ

れ
ま
し
た
。
 

 
今
後
の
連
携
の
テ
ー
マ
で
は
、

こ
れ
ま
で
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

や
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
「
居

場
所
」
や
「
防
災
」
を
テ
ー
マ

と
し
た
勉
強
会
が
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
各
団
体
か
ら
様
々
な
意

見
と
提
案
が
出
さ
れ
、
非
常
に

活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

※
会
議
の
詳
し
い
内
容
は
裏
面

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
 

第１０回学園西町地区地域連絡会 

参加団体 

地域を皆で支える自治会、町会へ加入を！ 

見守り 

 
学園西町には、「学園西町会」をはじめ、６つの自治会があります。 

災害をはじめ、いざという時に頼りになるのは、地域の絆です。 
 

お住まいの自治会や町内会への加入についてのご相談やご案内は、 

市役所市民協働・男女参画推進課コミュニティ担当まで  

 電話：042-346-9532 
 

地域連絡会について 

    地域連絡会 

  ※行政主催の機運づくり 

 自治会、商店会、高齢クラブ、 

民生･児童委員、福祉関係団体、

学校関係団体、ＮＰО、その他 

    地域協議会 
   ※地域の自主運営組織 

       会長 

    副会長、会計、各部会長 

 左の地域連絡会の構成団体等 

情報共有 

地域課題対応 

 地域連絡会では、地域に関わる様々な団体がその活動内容や課

題を共有することで横の繋がりを強めるとともに、地域全体として課

題の把握やその解決に向けた検討を行っています。 

災害 共助 



※この「地域連絡会だより」は、地域における情報共有を目的に、学園西町地区の世帯にお配りしています。

第９号 学園西町地区地域連絡会だより 平成２７年１１月 

 学園西町地区地域連絡会は、地域団体以外の方でも、どなたでも参加できます。 

 事前の申込みは必要ありませんので、ご近所の方とお誘い合わせのうえ、どうぞ、ご参加ください。 

第１０回学園西町地区地域連絡会 会議内容 
 

 

 

【埼玉県鶴ヶ島市への視察報告】 
□苦労した話など運営する「人」からの話で参考になった。 

□成功例だけではなく失敗例（軌道に乗っていない事例）についても話を聞く機会を設けたらどうか。 

□地域内の団体の連携方法を工夫すれば協議会の設立までは必要ないのではないか。 

□協議会の運営には人材の育成が必要と感じた。 

□地域で既に取り組んでいる活動を広げていくのはどうか。 

□出席すべき行事が増えすぎるのは負担にならないか。 

 →負担になるのは好ましくないが、居場所や行き場所の選択肢が増えるのは良いことではないか。 

 

【今後の連携のテーマ】 
□これまでの話し合いやグループワーク、アンケート等の結果から、「居場所」や「防災」などのテーマ設

定型の勉強会が考えられる。色々な可能性を見つけるための一つの方法として勉強会はどうか。 

□テーマということであれば「防災」「居場所」をテーマとしたい。一つに絞るなら「居場所」を提案する。

可能性を議論するのではなく、具体的な結果を出したい。 

□地域に出てくるのは女性が多い。男性を引っ張り出すために囲碁や将棋など居場所・サロンをテーマとし

たい。 

□テーマの決め方について、話し合いでは決まらないのでグループワーク形式で活動紹介・問題点・できる

こと等を洗い出してはどうか。 

□「サロン」のみに絞るのではなく、広いテーマを設定したほうが各団体の長所を生かせるので、「高齢者

の見守り」などに設定した方が参加しやすいのではないか。 

□委員会形式のような形で進めた方が良いのではないか。 

 

■まとめ 

□テーマについては、「決定」までには至らなかったが、本日、具体的に提案されたテーマを参考に、次回

の会議に向けて調整する。 

 

 

 

【今後の予定】 

 第１１回地域連絡会は、平成２７年１２月～平成２８年１月の間での開催を予定しています。 

 

【議題等】 

 次回以降は、テーマに沿った講師などを招き地域連絡会を開催する予定です。 

 

 ※詳しい日程は、「地域連絡会だより」同様に学園西町地区の世帯にお配りします。 
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